
平成 29 年度 第 2 回五霞町総合教育会議次第 

 

 

日 時  平成 30 年 3 月 23 日(金) 

午前 10 時 30 分から 

場 所  五霞町中央公民館 2 階 Ａ研修室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 挨  拶 

 

 

３ 議  題 

 

 (1) 県内小中学校の動向について 

 

 (2) 五霞町公共施設等総合管理計画について 

     

(3) その他 

 

 

４ 閉  会 



(1) 県内小中学校の動向について 

 

1 小中連携教育と小中一貫教育について 

 
（1）背景 

小学校から中学校への進学において、新しい環境での学習や生活になじめない「中 1 ギ

ャップ」が解消できるとして、小中連携教育、小中一貫教育が注目されるようになった。 
 
（2）定義 

小中連携教育 小中一貫教育 
 小・中学校が情報交換や交流を行うこ

とを通じて、小学校教育から中学校教育

への円滑な接続を目指す様々な教育 

 小中連携教育のうち、小・中学校が目指

す子供像を共有し、9 年間を通じた教育課

程を編成し、系統的な教育を目指す教育 
 
 
2 義務教育学校 

 小中一貫教育の基本形として、一人の校長の下で一つの教職員集団が一貫した教育課程

を編成・実施する 9 年生の学校。 
 学校教育法の改正で平成 28 年度から市町村の判断で設置が可能となった。 
 

 
（引用：2016.12.26 文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」） 



【フェーズⅠ　事前準備段階】 【フェーズⅡ　学校統合の可否について検討】 【フェーズⅢ　学校統合に向けての作業】

1 課題の整理 1 関係機関との調整 1 ハード面の整備

□ 学校統廃合に関する情報収集 □ 茨城県、茨城県教育委員会等との調整 □ 新設学校改修工事

□ 上位計画（国・県含む）との整合 □ 学校施設環境改善交付金関係事務

□ 町の人口予測 2 検討組織

□ 町立学校あり方検討会（仮称）の立ち上げ 2 組織

2 先進地視察 □ 統合準備委員会の立ち上げ

□ 統合に至った経緯の確認 3 意見収集

□ 統合規模 □ アンケート調査の実施 3 総務・通学関係

（小学校○校、中学校○校） □ アンケート結果集計 □ 学校設置・学区等例規改正

↓ ↓ ※結果を踏まえ □ 学校施設整備等検討

（小学校○校、中学校○校） 4 説明会 □ 閉校記念事業

□ 保護者説明会の開催 □ 交通安全対策の見直し

3 メリット・デメリットの検討 □ 住民説明会の開催 □ スクールバス運行の再調整

□ 財政効果の検証

□ 学校の位置についての検討 4 教育関係

□ 跡地利用の検討 □ 教育課程・学校行事等の検討

□ 交通安全対策 □ 事前交流事業

□ スクールバス運行 □ 学級編成

5 PTA関係

□ PTA組織編制

□ 規約・役員選出

□ 事業計画等

学校統廃合の検討を進めるに当たっての考え方（案）


